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遂に経済見通しは三ケ月連続で下り気味と発

表されて新年を迎えた。日銀券の流通額は恐ら

く単一年度を除いて連続十四年以上減少してい

るらしい。これでは活性度が落ちてしまうのは

己むを得まい。

すでに不況は余りにも長きにすぎ、漸く消え

たと思ったホームレスの人々が再び増えて来て

いるなど、１１に余るようになって来た。|玉l民の

財力も精神力も限界に来たと云えよう。

やはり-1言業として展開できる能力のある新し

い科学技術を創成して、新産業を興さなければ

デフレ傾向に歯止めをかけることも、GDPを向

上させることも不可能であろう。

大体工業製舶はそのまま作りつづけていれ

ば、競合製品が出たり、新しい製法が見付かっ

たりするから、安値になり、それでも競争力を

失うのは当たり前である。競争力を失わない限

り、製造は中止されないが、次第に利幅は減少

するので、いろいろな改良が加えられてゆくの

だから、ある意味のデフレは工業には値につき

纏う。対抗手m段は改良であり、更には新製品を

創り出すことである。つまり経済不況の脱却手

段としては新製品の開発を先ず挙げなければな

らない。現在の不況の発端はマネーバブルの崩

壊と云うことになっているが、先行して起こっ

ていたのは所謂シロモノ不況であった。改良に

なってしまっていた家電製品が新商品種切れと

なり、低賃金を武器とした海外工業に地歩を奪

われ、急遮IT産業の導入があってかなりの成功

があったものの忽ちにしてバランスを崩して現

在苦闘中である。我々のような昔を知った者か

ら見ると'二l立つ新製品が殆どない。

我々工業関係若としては、先ず率先して自ら

の手で新製品開発に成功しなければ||本経済に

朝は来ないことを自覚しなければならない。自

ら新製品の開発に才能を持たないと判断した者

は、他人の才能を見出し、且つこれを援助して

ゆかなければならない。

考案も要れば、開発研究も要る。製造プロセ

スの開発も要る。一人で全部こなせる人は被だ

稀で、他人の援助を請わなければならない。ま

た手配師も要る。何れ劣らぬ天才的人物集団が

あって初めて創造は成功する。折角できるもの

をミスミス開発研究者の選定を誤って失敗した

経験も生産者が適切でなかったばかりに失敗し

た例も数多くある。

万人みほとけの子である日本に選択制度を導

入するのは甚だ難しいのだが、自己評｛llliに務め

る一方、適材適所こそ、二十一世紀社会の特長

であることを今のうちに率先自覚すべきであろ

うｏ

筆者の四十年来の夢を須藤建教授が二-'一年程

前に実現し、格子振動を利用してテラヘルツ波

を発振することに成功し'2テラヘルツを得た。

これらを巨大分子・ビールス・バクテリアの同

定と治療に利用しようと云う試みは大きな産業

に展開できるものと確信して実験を展開中であ

るが、自らも、具体的に成功して、よき前例を

作ろうと努力中である。
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年頭にあたって
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本アカデミー会員の近藤次郎先生は、２００２

年１１月に文化勲章を受章されました。心から

お祝い申し上げます。

先生のご略歴は、1940年に京都帝国大学理

学部数学科を卒業して東京帝国大学工学部航空

学科に入学しましたが、在学中徴兵猶予の期限

切れで陸軍に入り、終戦により召集解除、復学

して1945年航空学科を卒業し、航空学科に勤

務して1946年講師に昇任しました。マッカー

サー命令による航空学科の廃止、応用数学科に

改組に伴い、1948年より非常勤講師となりま

した。1954年に東京大学に航空学科が再開さ

れて助教授に、更に1958年に高速空気力学講

座担任の教授に昇任されました。1975年工学

部長となり、1977年定年退官して名誉教授の

称号を受け、国立公害研究所副所長に招かれ、

更に'980年所長に昇任されました。1985年日

本学術会議会員に当選、会長に選州され、所長

を退任して、３期9年間にわたり会長を勤めら

れました。その間1990年中央公害対策群議会

会長、更に1993年これが改組された中央環境

審議会会長に就任､2000年まで勤められました。

EAJNEWSNo､902003.22

小林繁夫／s"/GEoKoβAxAslw

先生の研究におけるご功績は､航空宇宙工学、

応用数学、環境科学の多分野における数理解析

による研究です。航空宇宙工学では、航空機の

超高速化や宇宙飛測体に関連する、遷音速から

極超音速までの空気力学の衝撃波や空力加熱な

どの重要な諸問題の解明に多くの優れた業績を

あげられました。またYS-11の基本計画の作成

に当たり、オペレーションズ．リサーチ（ＯＲ）

の手法を用いて基本要'二|を決定するという新し

い試みを行って開発に貢献し、海外から注|~1さ

れました。

応用数学の分野においては、上記ＯＲ、IllL1質

管理、信頼性工学、システムエ学、管理工学な

ど戦後の近代［業の新しい学術的諸課題につい

て先駆的研究を行い、数々の成果をあげてわが

国の戦後の工業技術の発展に大きく貢献されま

した。

環境科学の分野においては、応用数学を駆使

した大気汚染の予測や大気汚染物質の拡散問題

の解析をしたのをはじめとして、公害問題、地

球環境問題の幅広い分野にわたって指導的役割

を果たしました。

先生が学術会議会長となられた第１３期は、

会員の選川方法を変えた後の新生学術会議への

改琉の最初の大変重要な時期で、先生の卓越し

た識見、栄識および指導力と包容力をもって、

学術会議を立ちlI1rらせる任を十二分に果たした

という大きな功績を残しております。

なお先生は、デミング賞（品質管理)、紫綬

褒章(応川解析学)、勲一等瑞宝章、文化功労

者顕彰、｜]1連環境計Illiiグローバル500賞を受け

ておられます。現在も、阿際科学技術財団理事

長、宇宙開発事業卜｣:I評ｲiIi委員会共同委員長、

NPO環境テクノロジーセンター会長などとして

ご活僻中であります。
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潤一会長のご業績瑞宝章受章の西達
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めて提案し、さらに、半導体・光通信分野の基

礎から応用まで幅広い領域で多大な貢献をされ

ています。特に、以下に示すような業績を世界

に先駆けて発表されています。

（１）極めて高純度な半導体領域を有する半導

体デバイス及び静電誘導デバイスの発明、（２）

光通信の３要素である半導体レーザ、集束性光

伝送路及びpinフォトダイオードの発明、（３）

イオン注入法の発明、（４）化合物半導体のス

トイキオメトリ（化学量論組成）制御法の発明

などであります。

これらの業績に対して、科学技術庁長官奨励

賞(昭和40年10月)、紫綬褒章(昭和50年10月）、

11本学士院賞（昭和49年６月）、文化功労者（昭

和58年１１月)、ジャック．Ａ・モートン賞(昭和

58年12月)､文化勲章(平成元年11月)、エジソン

メダル（平成１２年６月）等が授与されておりま

す。また、学外での活躍においても、半導体研

究振興会半導体研究所長（昭和43年5ﾉ」～現

在)、（社)電子情報通信学会会長（昭和62年５月

～63年５月）、日本学術会議会員（平成3年７月～

6年７月）、（社）Ｈ本原子力産業会議会長（平成

１２年６月～現在)、日本工学アカデミー会長

(平成14年５月～現在)等の要職を多数歴任し、

電子工学の進歩、発展及び学会の発展に多大な

貢献をされています。

平成１４年に、米国から先生の業絃をたたえ

る朗報が粗いております。米国電気電子学会

(IEEE)から世界でも最も権威ある賞「IEEEメ

ダルズ」の第１４番目として“西灘メダル”が創

設されることになりました。このことも先生の

業績が如何に優れたものであるかを如実に物語

るものとして特筆されるべきことであります。

以上のように、西津会長は、大変お忙しい毎日

を過ごしておられますが、今後ともますますご

健勝で、我が国の科学技術の発展に、また、本

会のリーダーとしてご尽力くださいますようお

願い申し上げる次第であります。
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平成14年度の秋の叙勲で、西津潤一会長が

勲一等瑞宝章の栄誉に輝かれました。本会とし

ても心からお喜び申し上げたいと思います。

四津会長は昭和23年３月東北帝国大学工学部

を卒業され､東北大学大学院特別研究生を経て、

昭和35年３月工学博士の学位を授与されまし

た。それに先立ち、昭和28年４月東北大学電気

通信研究所助手、同29年５月助教授、同37年１２

月教授を経て、同58年４月から６１年３月まで、

及び平成元年４月から2年３月まで東北大学電気

研究所長を併任されました。平成2年３月３１１Ｉ

限り東北大学を定年により退職されましたが、

同年１１月に東北大学総長に就任（同8年11月ま

で)、また、同10年４月からは岩手県立大学学

長に就任され現在に至っております。

IjLi津会長の業績は電子工学の研究、特に、固

体電子工学、半導体電子工学に関して基礎から

応用に結びつけるまで極めて広い範囲にわたっ

ており、その成果は現代社会に置いて重要な役

割を果たしております。すなわち、パワー用半

導体デバイス及び超LSIの発展に不可欠な高純

度な半導体領域を有する半導体構造を|叶界で初

《字｡、



義徳会員の叙勲を祝弓

この度の勲一等瑞宝章おめでとうございま

す。

日本を代表して国際的な活躍をされてきた伊

原さんのことですから、海外各国からの勲章や

国際的な賞も数多く受けてこられた筈です。し

かし、国内的には改まってこうしたお祝いを'十’

し上げ、かつ感謝の念を表現できる機会はあま

り無かったので、周岡の人々も大変喜んでいま

す。

日本を代表する学者や技術者の業績には、か

なり色々な表彰の制度があり、本アカデミーの

会員には、珍しくもないと思われることでしょ

う。それに、国内的な評価がまだまだとされて

いても、ノーベル賞が海外から飛び込んできた

りする時代に入った口本のことです。しかし、

科学技術行政面での功績となると、評仙が雌し

いこともあって、うっかりものが言い難い面が

あります。Ｈ本の科学技術、特に原子力開発を

支えてきた誠実な技術官僚の錨とも蜜うべき伊

原さんの輝かしい業績が、ありきたりの年功序

列的な叙勲のひとこまとして見逃されてしまう

のは、あまりにも残念だと思っていた所へこの

原稿依頼でした。一つ返事でお引き受けした次
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第です。

昭和30年度代の||本の原子力開発最初期に、

初の原子力留学生として米圃アルゴンヌ研究所

へ派遣されたのを始めとして、伊原さんのお仕

訴はパイオニアーとしての輝かしく、かつ苦渋

に充ちたものであったと思います。それをたど

れば、｜|本の原子力開発の縮図が鳥倣できるで

しょう。初代原子力安全局長、科学技術庁事務

次官、日本原子力研究所理事長、原子力委員会

委員長代理等々と、まさにこの''1の原子力行政

の要の仕事をこなされた上に、筑波科学万博協

会理事長としての采配まで振られたのですか

ら、まことに多彩な業績です。しかも、それら

を実に誠実に、’１の悪い新聞記者諸君の言葉を

かりれば、「いつまでも書生っぽさを失わず」

に勤めてこられました｡昨今の物わかりの良い、

しかしすこしだらしがない役人には恥かし〈て

使えない、昔のIlI央官庁言葉の「お国のために」

という正義感が何時もどこかに感じられる、怖

い方でもあると思います。神戸出身、lll制三高、

東京工大卒という学歴は、平均的ないわゆる役

人に多い典型的なパターンとはひと味違った何

かを感じさせるものがあります。

もし個人的な追憶を語ることが許されるなら

ば、５０年近く排に、２０才代後半の原子力留学

生候補者としてのわたしが初めてお世話になっ

たのが、係長クラスの新進技術官僚としての伊

原さんでした。いつも真撃で、かつ温かい人柄

は、原子力界での大先雑の一人として大成され

た今でもその而影が強く残っています。当方も

年を加えて、かつてのようにご指導をいただく

ばかりではなく、受益者を越えた'１１志的な協力

肴であったり、時にはご意見に逆らったりする

生意気な立場をとることもあります。しかし、

私を含めて後飛的な立場の者達の敬愛の念は深

まりこそすれ、衰えることはありません。今で

も原子力の方向を決める大切な議論になると、

この問題は伊原さんならどうお考えだろうかと

必ず思います。

特にそうした時に思い川すのは、日本の原子

〆再､、

〆~、
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ﾉJ開発政策が、えてしてプロジェクト万能的指

向にリ|きずられて、非常に上滑りになり勝ちだ

った時期に、当時の口本原子力研究所理事長と

して、さらにこれに続いて原子力委員会委員長

代即として、伊原さんが示されたリーダー・シ

ップの発揮があります。それまでエネルギー|ﾙ１

発と放射線利用を柱としてきた原研の未来の方

向付けを、基礎・基盤の方向へも大きく展川し

第１３６回談話サロン

て将来に備えるようにされたことです。日本だ

けではなく、世界的に原子力開発体制の大きな

破綻を直視し、日本原子力研究所と核燃料サイ

クル機構の半強制的な併合を処理しなければな

らない今になれば、当時の維営責任者の英断の

先見性が改めて再評価されてしかるべきだと思

います。

鯵 I工学としてのヒューマンファクターズは安全にどこまで寄与できるのか」
■■目

IﾉＯＳ〃/ﾙ【/RＡ

2002年１１月１３日開催の第136回談話サロン

は、安全専門部会の社会の逐年的変化ワーキン

ググループからの話題提供となる。本ワーキン

ググループは､将来に起こりうる村会的なⅢ題、

特にlllご代間のコミュニケーションギャップにji

lI雌おいて議論するものであり、様々な分111fか

ら集まった委員によって、毎回興味深い話題が

提供されている。

小松原先生の講演では、豊富な事例が紹介さ

れた。講演は、小気味よいテンポの語り’１で、

時折ウイットに富んだユーモアを織り交ぜつつ

進められ、とても親しみやすく分かりやすいも

のであった｡航空機の計器類の配置にはじまり、

医療事故を中心に、戸籍の写し間違え事故、観

覧｣:|州じこめ事故等、はたまた日本の教育Ⅲ胆

まで、紹介された事例は広範に此んだ。また、

不適切行為の形態を、能力限界型、初心巻ﾉｌＭ、

ベテラン型、チーム型に分け、それぞれの原閃

と対策について解説がおこなわれた。しかし、

そこには、．［学としてのヒューマンファクター

ズが安全にどこまで寄与できるのかという大き

Ｉ＝１１１，

吉村健志／ＫＥ/ｗ/ｙ

な問題を抱えているこ

とも示された。

講演には、工学とい

う視点に立って見る

と、少々馴染みにくい

点もあったかもしれな

い。当然、小松原先雄

の講演は工学を基盤に

したものであるが、ヒ

ューマンファクターズ
小松原明哲氏

への取り組みには、心

理学や社会学からのアプローチも不可欠とな

る。ともすると、これらのアプローチには、明

快な対策を提案できないことがあるからであ

る。質疑応答は、この点に集'1'していたように

思う。今後の課題は、Ill積する問題を体系的に

まとめあげ、我々の守備範|州を明確にしたうえ

で、対策を訴求していくことにあるだろう。

小松原先生の広い知見と、示唆に富んだご意

見に驚かされる講演であった。

上。北海道地区講演会「医Ｔ連携の東北地区での役割」
'１間■ 一切ト１１１ヮ可Ｉ↓｡

東 北・北海道地区担当理事井口 泰孝／xAsU71AKAﾉGＵＣＨノ

東北・北海道地区の平成14年度の活動とし

て、平成14年１１月１６日（土）１５時から東北入学

［学部青葉記念会館において、仁Ⅱ~|新・東北大

学ｿ川齢医学研究所教授により「医工連携の東北

地方での役割」についての諦演が行われた。

参加者は西津潤一会長、阿部博之前東北大学

総長を始めとして、会員lOfzill1作者38名であ

った。司会は井'一|泰孝理事が務め、はじめに西
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（７）ＢＭＥ領域のナノテク

（８）マイクロセンサー

（９）能動カテーテル

(１０）家庭への浸透

(11）生柄習慣病の予防

(12）雄活習慣病への対策

(13）高齢者の病気の特徴

(１４)高齢社会とテクノロジー

(15）密閉空気式センサーの可能性

花巻市での実例

(16）超音波検査機器の小型化のメリット

見診器(平成14年ｌｌｎｌ５Ｈの新聞記事と

ともに）

最後に医.に連携グループの構成とそれによる

人材育成のスキーム、医工連携への提言で１時

間30分以上にわたるご講演を終了した。

質問等も活発に行われ、非常に有意義で、感

銘のある講演会であった。

次に山|Ⅱ専務理事から最近の工学アカデミー

の活動状況についての説明がなされた。

その後、会場を記念会館のレストランに移し

て懇親会が持たれた。懇親会には学生も含め、

約40橘が参加した。井’１の司会により、阿部

会員（東北大学前総長）のご挨拶に引き続き、

西嘩先生の|:１本工学アカデミー会長就任、勲一

等瑞宝章受章、米ＩＲＩ電気電子学会西洋メダル創

設のお祝いの花束贈呈がなされ、その後、宮城

光信東北大学工学研究科長のご挨拶､乾杯の音

頭で懇親会は始まった。会員参加者や特に芳手

参加者との活発な意見交換や交流が行われた。
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仁田新一氏

講演では下記の順序

で仁田先生の非常に幅広い正に医工連携に関す

る成功例、開発しながら幅広い普及に至らなか

った例、失敗例を含めたお話を頂いた。

（１）過去の医工学連携･実験例

新生児・乳幼児の人工呼吸器の開発と臨

床応用、補助人工心臓、心電計の開発と

応用

（２）これまでの医工学連携の問題点

遅すぎた開発とその実用化のスピード

（３）東北地方の特徴

人口密度が低い､高齢社会､医療後進地域

（４）東北地方のこれからの医療

予防医学に重点

（５）期待される基盤技術

（６）２１世紀の予防医学への展望

遺伝子情報技術

ナノテクノロジー

高速データ通信

画像診断技術
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津会長に口本工学アカ

デミー設立経緯、工学

の在り方、大学改革、

更に、田中耕一先生

(平成14年12月東北大

学工学研究科客員教授

に就任）のノーベル賞

受賞に関連し実学、技

術の重要性等に触れた

ご挨拶を頂いた。

Ｉ

入



伊

『属愚

本談話は平成１４年９月原子力発電所の自主点

検・補修作業に係わる事実の隠蔽・虚偽報告が

問題になったことから、工学アカデミーとして

何らかの発言をすべしとの会員からの意見にも

とづき、企画委員会（中原委員長）にて検討を

重ねてまとめられました。

平成１４年11月の理事会承認（会長一任）を得

て、西津会長名での談話として、１２月１０日文

部科学省記者会に資料配布の形で公表しまし

I技術的事実の隠蔽・虚偽報告についての会長談話’

た。

あわせて、関係大臣・省庁（１０通)、総合科

学技術会議議員（15通)、国公私立大学学長(９９

通)、主要な一部上場会社社長（191通)、学協

会長(38通)、工学アカデミー会員（574通)、賛

助会員（19通)、関係外部（174通)、合計1120通

送付しました。

全会員には既にお送りしましたが、改めてニ

ュースに全文を掲載します。

ＦｂＩｌｌ官１１鵠ｫ１冊夢Ｉ晒圃、面

2002年12月１０日

(社）日本工学アカデミー

会長西潔潤一

企業活動に従事する技術者が技術的事実を、企業内外のもろもろの関係を配慮したとはいえ、社会

に対して事実を隠蔽し、虚偽の報告を重ねて、その属する企業が社会より厳しく批判され、企業の社

会的信頼を大きく失墜するという事象が頻発している。

日本工学アカデミーでは2000年２月に「安全に関する会長所感」を発表しているが、今回は技術的

事故に対する問題ではなく、組織人としての技術者が判断を求められた時、社会に及ぼす影響につい

ての見通しを判断する局面で、技術者の倫理、組織の倫理、企業の倫理が問われたものである。

かねてより企業の技術系出身の経営者には、特に厳しく技術倫理を認識し、後続の技術者に自分の

背を見せて教育し、高い倫理観にもとづく経営姿勢を貫くことを要望してきた。

この機会に日本工学アカデミーはあらためて技術者に対する倫理教育について、大学、企業、学会

が今こそ真剣に取り組むことを強くアピールする。

さらにこの機会に次の3項目についても申し上げておきたい。

（１）技術者はその職務遂行に際し、常に多数の判断基準のトレードオフを求められて、プロフェッ

ショナルとしての仕事をしている。その中で、いたずらに情念的な圧力に屈することなく、事

実を正確に把握し、論理的、客観的な工学的な判断の重要性も忘れることなく、勇気を持って

主張すべきことは主張することを期待する。

また、企業のみならず、行政においても事実を曲げて、責任を技術者に押し付けるようなこと

なく、組織のトップは技術者の判断を尊重する風土の酒養に注力されることを期待する。

（２）技術進歩、技術革新は永続的なものである。法的な拘束力をもつ「技術基準」の設定とその改

定は最新の技術に基づいて、早急にその制定を急がなければならない。この際いたずらに規制

強化するのではなく、責任ある当事者の自主的判断を尊重しながら、必要な設定と改定を適時

実施すべきことを関係機関に要望する。また基準の検討に、充分な時間がなく、過重に決定さ

れることがあり、対応をしっかり取らず黙って実行してしまったり、逆に隠蔽するということ

になり勝ちである。このため、基準規格を平素から十分に調査し決定発表しておくことが重要

であるが、間に合わない時は責任を持つ機関や組織を定め、その責任において判断基準を公表

し、基準規格の不充分なところを補うことも必要である。
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（３）長い歴史の中で、失敗の積み重ねそのものが技術の蓄積となって、我々の文明を支えている。

本質的に技術は常に未完のものであり、未知のものを見つけ、新しいものを創造して、技術文

明を築いてきた。

常に失敗が起こることを認識すると同時に、事故に至る前に回避するよう配慮するのは当然で

あるが、失敗の情報を公開し、同じ過ちを繰り返さないように、厳しく対応する態度をもつこ

とを要望する。

また、技術者として倫理を守ることが絶対重要であるが、その前に論理をしっかり立てていな

ければならない。しっかりした論理に基づいて行動することなく、言い逃れに終始していると

見られることが多いが、言い逃れにならない現実直視を最初にまずすべきである。

以上申し上げた通り、技術者は研究者も含め、社会に対する責任感を持つべきであるので、技術者

教育の改革の中で特に「技術と社会を結ぶ領域」の課題について、真剣に取り組む必要があることを

強調したい。 以｣さ

豪州工学アカデミー(ＡＴSE)年次総会。シンポジウム出席

先進国の経済低迷と好対照に豪州は安定成長

軌道を維持。昨年の本会報で、「ITによる距離

の暴虐から距離の消滅への戦換がその秘訣」と

報告した。それと軌を一にして豪州~[学アカデ

ミー(ATSE）も選択的に各国アカデミーとの交

流を積極展開。昨年１月のベースリー会長の永

野会長訪問はその一環をなし、１１月にシドニ

ーで開かれた2002年の年次総会・シンポジウ

ムにもEAJの前年同様の参加を要請した。これ

に応え、国際委員渡辺が出席した。

ＡＴSEの周到なプログラムは、１１月１５Ⅱ（金）

のラウンド･テーブル・ミーティング(RTM)か

ら始まる。産学を中心に39人のＡＴSE会員が川

席し、ラーキンス副会長（メルボルン大学副学

長)司会のもと、日豪の情報化と社会経済体質

の柔軟性の相違について活発に討論。その結果

は、１７日（日）の年次総会に先がけた国際関係

委員会で発展的に検討された。

年次総会はＡＴＳＥ以外からの唯一の出席者。

ベースリー会長から、昨年に続き、渡辺がＥＡＪ

を代表して出席していることを紹介｡西灘会長、

永野前会長からのメッセージを代読。｜司会長は

いたく深謝。総会ディナーはパーラメントハウ

スに500人を集めた大盛況。年末にベースリー
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会長からジルマン会長に交代することがアナウ

ンスされた。

１８日（月）、１９日（火）が”OwingInnovation：

fromIdeatoDelivery”を基調テーマとするナシ

ョナルシンポジウム。８セッションで構成し、

300人が出席。すべてのセッションは会長、副

会長、州支部長がチェア。第４セッション

(Leadershipinllmovation）は特別セッションと

して、ネルソン連邦教育・科学大臣（最年少、

将来の首相候補)が基調講演。同セッションの

み例外的に渡辺が．･チェア。セッションに先

駆け、ベースリー会長から大臣に渡辺を紹介◎

大臣はEAJからの参画にいたく感激。

すべて周到に練られた洗練されたビジネスモ

デルのもと、ＡＴSEは見事な演出効果をあげた。

このモデルはEAJの国際活動にも貴重な示唆を

与えるものである。

錬顛、
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蟻 ２００２，２００３年度役員紹介
一耐■■和Ｆ勺１，１画堂

広報委員会では、新たな試みとして、役員（副会長、理事、監事）の皆様のご紹介を兼ねて、会員

へのメッセージを「所感｣、「抱負」という形で掲載させて頂くことにいたしました。毎号5名程度の

ご紹介を予定しております。なお、掲載順序は、原稿到着順とさせて頂いております。

』職紘

Ｗ …§:Ｉ（
｢隠された意図」理事柳田博明

（名古屋工業大学学長）

人とkは意Ｎせずいろいろなことが起こるものである。いままで全くと言って縁のなかった

名古歴工業大学の学長に2000年11月より就いている。これは意図せざることであり、対応に

追われたことは否めない。しかし、意図がないという、その奥にはどこか隠れた天の意図が

あるのではないだろうか。工学教育のあり方、批界への「ものづくり」責任の果たし方につ

いて、機会あるごとに所見を述べてきたが、これが、外部から学長に選ばれる原因となったのである。従って、

就任してすぐ、大学の理念を簡潔に標傍することを試みることができた。それは、’ひとづくり、ものづくり、

未来づくり｜である。工業大学であるから、「ものづくり」が基本であるが、大学は「未来づくり」に責任をと

れる人材を育てる「ひとづくり」を行うことが使命である。このための施策は、平成15年度からの産業戦略.[学

専攻など、短期冊の割に進んでいるとＦ|負している。ここに隠れた意図を感じている。

蕊
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|雲識織

｢技術者を社長にすること」副会長111路敬三

（日本テトラパック㈱取締役会長）

私は大学で即論物理学を専攻したが、卒業後、企業に入り、研究・開発から、多角化、グ

ローバル化など、経営の数々まで体験した。従って、私が工学アカデミーに貢献できること

は、理学と工学及び工学と経営のつなぎの部分ということになる。最近の報道によれば、技

術の解る経営者を育成する動きが大学にあるようだが、私は逆に経営の解る技術者を養成す

技術的素養に比べ､経営的素養を身につける方が数等易しいからである。私の知る限りでは、る方が早道と思う。技術的素養に比べ､経営的素養を身につける方が数等易しいからである。私の知る限りでは、

ロ本の経営者は、時の大きな流れを読み、社会のデマンドを捕えることに弱い。また、それができたとしても、

それを充当I1するための技術を正しく探り出し、育成することができない。経営のわかる技術者の利点は、技術者

の持つ鋭い解析能力と、システム的発想能力を発揮してこれができることである。更に技術者の性格として、経

営内容を論旨明快に解り易く表現する。これは従業員の共感を呼び、強いチームワークで成功に導く鍵となる。

幸い工学アカデミーには産業界のメンバーが多数参加しておられる。技術者を社長にする運動を話し合ってみた

いと考えている。

l女ｆ大唯工l-KI論」理事坂公恭

（名古屋大学工学研究科教授）

畔:アカデミーの使命は、工学に携わる者の地位の向上であろう。Ｉ:学部を卒業するため

には文系に比べてはるかに多くの努力が要求される。さらに卒業生の多くは大学院に進単す

ることを考えると、その努力・負担はあらゆる意味で文系卒業生に比べてはるかに大きい。

それにもかかわらず．｢:学に従事するものが｣f当に評価されているとは言いがたい。

２５年ほど前にオックスフォード大学に留学したときにもっとも強い印象を受けたのは女子学生が多いことであ

った。当時、l-l本の金刷系学科にはほとんど女子学生はいなかったのに対して、オックスフォードではｌ／４～

1／３が女了･学生であった。戎が国でも現ｲ１２は金属系学科も材料系の学科に変身して女子学生もいくらか多くな

ったが、まだ当時の典lKlの状況にはるかに及ばない。人口の半分は女性であるから、工学の分野での女性の活腕

が望まれる。優秀な女性が工学に参入することによってわが国の工学の将来に期待したい。
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前の下で提言できる意義は大きい。

2001年夏に事務局にお願いして九州および近隣地区に住む会員のリストをいただき、電子メールを媒介に交流

を図ろうと考えた。しかしこの企てはうまくいかなかった。2002年度の会員名簿には電子メールアドレスが追記

されるようになったので、事務ﾙjでメーリングリストを作成し、各委員会や作業部会の調査や議論の途中経過を

適宜報告し、それに会員が意見を述べる機会を設けるようにできればと思う。地方にいて会費に見合う参画がで

きずに歯がゆい思いをしておられる会員の活性化になると信じる。

｢工学での人材育成に思う」理事井1-1泰孝

（東北大学大学院工学研究科教授）

権威あるアカデミーの厳も若輩の理事かもしれませんが、よろしくお願いいたします。Ⅱ

米の工学アカデミー主催のⅡ米先端工学シンポジウム(FiDntiersofEngineering:FOE)を担当
させていただいて居ります。学界、産業界の若手、異分野、ｌセッションのシンポで、将来

を担う人材育成と||米のみならず、国内のネットワーク構築に役立つ企画と考えています。

'立場は産学･地域共lil研究センターのリエゾン担当、工学研究科では文理融合型独立専攻、

攻を平成14年に設立し、立ち上げに必死になっています。いずれにおいても人材育成の重靭

森繕
私の現在の大学での立場は産学･地域共lil研究センターのリエゾン担当、工学研究科では文理融合型独立専攻、

技術社会システム専攻を平成14年に設立し、立ち上げに必死になっています。いずれにおいても人材育成の重要

性を痛感しており、大学の教育の転換と時代に即応した対応が望まれています。ますます工学アカデミーの役割

が重要で、微力を尽くしますので、ご指導、ご鞭捷をよろしくお願いいたします。

｢地方在住会員の参画」理事牛島和夫

（九州産業大学情報科学部長・教授）

日本工学アカデミーの活動には国内外の工学・科学技術政策、教育等に関する調査研究、

提言を積極的に行うことがある。しかしながら地方在住会員にとってそれらの活動に参側す

る機会が多かったとはいえない。このたび内規の改定によって作業部会を機動的･即時的に

設置できることになった。東京にいては気がつかない視点で問題を検討し、アカデミーの名

|EAJの活動とその影響力」理事小野出武

（日本大学総合科学研究所教授）

常に組織はその活性を問われる。組織の活性とは、組織の使命を果たすために、そこに投

入される構成員のilIi;力と、そこから放出される活力のフローの質と量で判断されるのであろ

うcEAJm身の規模や資金からして、大きな量的アウトカムを期待することは望めず、未来

に向けての洞察力と先見性に質的価値を置かざるを得ない。浅学非才なりに社会と科学技術

へ
‐

'爾蚕。
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の将来展望に思いを巡らす時、EAJ構成員の自負の原点である過去の成功体験が生かされる部分と阻害となる部

分が混在していることをFlU反省とともに感じている。エンジニアの基本は現場である。現場を離れ、その渦中

にいる人の体温から離れた時、｜＃1己の感性への疑念を注意深く問い掛けながらの言動に留意したい。しかし、加

齢ととも悩みは深まる昨今である。
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班LmE会員のご紹介

広報委員会では、より親しみのもてる紙而づくりを目指して、

新入正会員ごに|身から資料提供して頂いております。

(２００２年１１月入会者）

第１分野

笠木伸英

木内学

蕊
， ｛/

電I簿i1鱗

西尾茂文

村上敬宜

諸戸惰三

東京大学大学院工学系研究科評議員・教授(機械工学専攻）

東京大学大学院工学系研究科修了後、同工学部専任講師、その後も同大学に

勤務。専門は、機械工学、熱流体工学、エネルギーシステムエ学。米国およ

び口本機械学会のフェロー、InLJHeatFluidFlow主幹編集者。1947年北海道

生まれ。

東京大学名誉教授・木内研究室

東京大学生産技術研究所に33年間、姻性加工学・金属加工学の研究と教育に

従事。専門分野は、ロール成形、）十;延、押し出し、鍛造、引き抜き、嬬j[、

半溶融加工、複合材料、人機能支援工学、法工学など。口本塑性川-[学会会

長、国際管材協会(ITA）会長、’1本機械学会、口本鉄鋼協会、Ｈ本工学会理

事などを歴任。1940年iWi･岡ﾘ,1北まれ。

東京大学生産技術研究所長。教授

1949年岐阜県生まれ。東京大学大学院工学系研究科舶用機械工学専攻修了

(工学博士）後、直ちに東京大学講師（生産技術研究所)、助教授を経て、現

在生産技術研究所教授。2002年より同所長。熱制御工学、エネルギーエ学、

マイクロ熱システムの研究・教育に従事。

九州大学大学院工学研究院長

1943年島根県生まれ。九州大学大学院修|寺課程修了後、Ｈ立製作所、九州大

学助手、九州工業大学助教授、同教授を経て、現在同機械科学部'''1教授、：1鷺

学研究院長、工学府長、工学部長、材料強度学、特に金属疲労、破壊力学の

研究教育に従事。

アイシン・エイ・ダブリユ㈱名誉技術顧問

1926年三重県生まれ。名,li屋大学工学部機械学科卒。爾来自動車部IhlIの研究、

開発に従事。主な分野はrl動変速機、電気自動車システム、カーナビゲーシ

ヨンシステム等。アイシン・エイ・ダブリュ㈱社長、会長を歴任し、現在特

に創造性設計に関心がある。
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第２分野

伊賀健一 日本学術振興会理事

1940年広島県生まれ。1963年東｣:大・電気卒。2001年３月まで東工大教授、

2001年４月より、東工大名誉教授、日本学術振興会理事、工学院大学客員教

授。これまで面発光レーザやマイクロオプテイクスの研究に従事。1995年電

子情報通信学会エレクトロニクスソサエティ会長。

富山県立大学学長

1942年富山県生まれ。京都大学工学部電子工学科卒。同修士課程修了後、姫

路工業大学助手、助教授を経て、1990年より富I｣|県立大学に在籍。システム

エ学、特に信頼性工学、システム安全工学、多値論理などの研究に従事。情

報処理学会北陸支部長など歴任。

後藤敏 北九州産業学術推進機構知的クラスター推進室長

早稲田大学理工学部電気通信学科卒、同修士修了後、1970年に日本電気中央

研究所に入社し研究開発に従事し、支ＩｌＩｔｌ人を経て2002年に退社。2003年４月

に北九州の早稲|~Ⅱ大学大学院に教授として就任予定。システムLSI、マルチ

メディアの研究に従事。1945年広島生まれ。工学博士、IEEEフェロー。

拝璽圃

一 翰

㈱フジクラ相談役

1953年千葉大学工学部電気工学科卒、㈱フジクラ入社。1961年から30年間研

究開発に従事。メタル通信ケーブルの特性の研究、製造方式の開発を経て光

ファイバーケーブル光部品機器及び電子部品の研究開発、事業化を主導。

1968年大河内記念技術賞。社長・会長を経て2002年より現職。1931年東京都

生まれ。

田中重信

東北大学電気通信研究所長．教授

東北大学大学院工学研究科博士課挫修了。，963年より同大学電気通信研究所

に奉職。磁気記録の高密度化、とくに垂直磁化方式によるハード磁気ディス

クの超大容量化とそれを用いる情報ストレージシステムの研究に従事。，940

年東京都生まれ。本籍地岩手県。

鱗
掃ｋ

柳父悟
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中村慶久

東京電機大学工学部電気工学科教授

1941年島根県生まれ。東京大学電気工学科卒業、リバプール大学電気電子]：

学科博士課程卒業、ＰｈＤ、Ｔ:学博士、㈱東芝で重寵技術研究所所長･大電流

高電圧工学の研究に従事。1999年東京電機大学教授。主に高電圧大電流正学、

とりわけ電力用の遮断器について研究に従事。



東京大学大学院_I二学系研究科教授(地球システムＴ学専攻）

1941年東京生まれ。東京大学工学部資源開発工学科を卒業し、1965年アラビ

ア石油㈱に入社。1972年テキサス大学より石油Ｔ学博士号(PhD）を授与。

30年の奉職の後、1994年東京大学教授に着任。専門は石油・天然ガス開発工

学や資源量評価。最近は資源開発プロジェクト経済評価を手掛ける。

第３分野

中西八郎 東北大学多元物質科学研究所長・教授

1942年ソウル生まれ。東北大学応用化学専攻修士修了後、通産省繊維向分子

材料研究所に入所。東京l:業大学より理博。ケンブリッジ大学博士研究員な

どを経て、1991年より現職。長年、有機・高分子光機能材料の研究に従事。

近年、多元ぅｰﾉ構造物質の研究に注力。
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第５分野

鹿又武 東北学院大学Ｔ学部長・教授

1943年宮城県生まれ。東北学院大学応用物理学科卒、同修士課漉修了後、直

ちに東北学院大学助手。その後も一貫して同大学に奉職。磁気物理学の分野

で教育・研究活動を展開。近年は磁気冷凍材料、強磁性形状記憶合金の分野

にも活動領域を広げている。

繍
織

Ｐ

武田邦彦 名古屋大学大学院工学研究科敬授(材料機能工学専攻）

1943年東京生まれ。東京大学教養学部基礎科学卒。旭化成工業㈱開発部、ウ

ラン濃縮研究所長、芝油1業火学教授を経て現職。材料一環境一倫理をililllと

して活動。多摩美大で「環境デザイン」を担当。工学博士。

京都大学工学研究科教授(材料工学専攻）

1943年京都府生まれ。京都大学ﾉ<学院博士課程修了後、米国カルフオルニア

州立大学研究員。1975年から1990年まで米国IBMワトソン|+'央研究所。１９９０

年より現職。金属薄膜材料の物性、界而現象の研究を展開。現在は半導体デ

バイス用の電極・配線材料の開発に従事。

藤田和男

h

村上正紀

『

第６分野

久米均

鶴
轟

中央大学理_正学部経鴬システムＩ二学科教授

東京大学大学院博上課程応朋化学専攻(工学博士)。成膜大学工学部助教授、

東京大学工学部教授を経て現職。経営工学関連学会協議会(ＦＭES）会長。品

質管理の発展と普及に従覗。デミング賞委員、日本品質管理学会長、ＩＳＯ部

会長、ISO/TC176日本代表等を歴任。1937年兵庫県生まれ。



代ですが、2003年は明るい年になって欲しいもの

霧 賀詞交歓会
■■、■■画画回甑 Ⅲ

／IKU(ﾌYwAMADA専務理事山川郁夫

新春恒例の賀詞交歓会が、１月１５日正午、虎

ノ門パストラルにて開催されました。天候にも

恵まれ、110余名の会員の皆様が出席されまし

る、教育の重要性がますます高まっている、会

員の皆様の協力を得て、アカデミーの存在感を

ますます高めたいとの挨拶があった。

た。

西津潤一会長が就任されて

初めての新年を迎え、日本の

国力は技術力で回復するしか

ない、リストラの影響が技術

力の低下に直接効いてきてい

ー、

続いて、岡村紹吾最高顧問

の乾杯ご発声で、会員,N二|互の

歓談が始まりました。名札に

緑のマークのついた新会員が

先誠会員と親睦を図っている

情景が印象的でした。

LifeStylesOfHeallhAndSuslainabilityの頭文字で、こ
ういうライフスタイルを志向したいとするひとぴ

1Ｒｐｌ国"、ＤＵＶﾛﾊｰﾛﾛﾛｒ，ｍｐ
ｎｐｕｒＬジロｍｐＶロハロロ込みⅡⅧ /零令

』

E-mailアドレス変更

日本工学アカデミーのE-mailアドレスが下

記に変更になりましたので、お知らせいた

します。

academy＠ealorjp

客員会員ProfPierreAigrainご逝去
さる2002年１０月３０日、客員会員のProf

PierreAigainがお亡くなりになりました。
謹んで御冥福をお祈り申し上げます。

笛木和雄前ｴﾈﾙギｰ専門部会長ご逝去

さる2002年12月27日、前エネルギー専門

部会長の笛木和雄氏が心筋梗塞でお亡くな

りになりました。

謹んで御冥福をお祈り申し上げます。

尚、笛木氏は11月の理事会で退会が承認

されております。

う訓査結果もあるようです。

Ｆマーョ

さて、広報委員会の委貝を務めて３年になりま

Ｉ細集後記･･

国際情勢、｜･'1内経済情勢ともに先が見えない時

けが、今年度の委典会は以前と趣が異なるように
Ｉ思います。ルーチンワークだけではおもしろくな

です。耀近ときどき“ローハス（ＬＯＨＡＳ）的なく

らし'，という言葉を耳にし、｜｜にもしますＣ
｝
」

公開シンポジウム「日本の経倫を問う」
－環境、エネルギー、食糧一
日時：2003年３月l7Fl（月）１３：００～１７：００

会場：学士会館

主催：（社)F|本工学ｱｶヂﾐー ､(社)日本工学会、

科学技術連合フォーラム

共催：新世紀文明国会議員懇談会

（社)先端技術産業調査会

Iいとばかりに大島委員長が|川題提起をします。例
Ｉえば、現在の閉塞感を打破するために工学アカデ

｢地球温暖化と技術の役割｣シンポジウム
ロ時：2003年２月28日（金）１３：３０～１７：００

会場：学士会館

主催：（財)ｴﾈﾙギー 総合工学研究所月例研究会

（社)日本工学アカデミー

とがアメリカでは全成人の30％に達しているとい

’て広報委員会から提案が11}ていくものと期待して
Ｉいます。（小林敏雄）

Ｉ返しています。この談論に1凡i樺会長（時間の許す

|限りご''IMiIiいただいている)も加わり閉会予定の
;Ⅱ洲がすぐに辿ってしまいます。この議論を通じ

▼全▲巳ユーエ,弓一!壬エーームユ杢里主ロゴ＆』▲ｙ-４１ユュＬ１▲ロユ－▲__琴些▲Ｐ▲』』２ﾏユユ

鰻社団法人一日本工学アカデミー広報委員会
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